ゆずりーふのシンボルマーク利用についての規程
（目的）

第1条 この規程は、別記「ゆずりーふのシンボルマーク」（以下「ゆずりーふマーク」という）の利用に関し、必要な事項を定めるものとする。

（ゆずりーふマークに関する権利）

第2条 ゆずりーふマークの利用に関する一切の権限は、ゆずりーふ推進協会（以下協会という）に属する。
（利用の申請）

第3条 ゆずりーふマークを利用しようとする者は、テレビ、新聞、雑誌等の報道機関が報道目的に利用する場合を除き、あらかじめ協会の許諾を受けなければならない。

第4条 前条の許諾を受けようとするものは、利用申請書に次の書類を添えて、協会に提出しなければならない。

（１）会社概要等、申請者の事業内容が分かる資料。
（２）ゆずりーふマークの利用状況が分かる完成見本図又は写真又は現物。
（利用の許諾）

第５条　協会は、前条の利用申請があった場合は、その内容を審査し、当該利用が
ゆずりーふの理念に適応すると認めるときは、利用の許諾をする。
　　　　　その場合、協会はゆずりーふマークの利用方法等について条件を付することができる。

第6条 利用申請書は、２部作成し、利用者と協会が１部ずつを保管する。

（利用許諾の制限）

第7条 ゆずりーふマークの利用が、次の各号のいずれかに該当する場合には、協会

　　　　　は許諾しないものとする。
　　　　　（１）公序良俗に反するものと、協会が認めた場合。
　　　　　（２）ゆずりーふの理念に反するもの、又は協会の信用を害すると認めた場合。
　　　　　（３）特定の個人、権力、宗教団体を支援したり、支援する恐れのあると認めら
れる場合。
　　　　　（４）ゆずりーふまーくのイメージを損なう恐れがあると認めた場合。
　　　　　（５）ゆずりーふマークの著しい変形、その他利用が不適当と認めた場合。
（利用料）
第８条　ゆずりーふマークの利用料やロイヤリティについては、当面無料とする。

第９条　但し、利用の範囲や数量に応じて、協会の活動に対する支援金を納めること

を条件とし、その金額は双方相談の上決定する。

（利用上の遵守事項）

第１０条　第４条の規定による利用許諾を受けたものは、次に掲げる事項を遵守しな

ければならない。

（１）許諾された利用内容だけに利用すること。

（２）許諾を受けた権利を、他社に譲渡又は転貸してはならない
（許諾内容の変更等）
第１１条　利用者が利用許諾内容について変更を行う場合は、その都度、利用内容

変更申請書を協会に提出し、改めて許諾を受けなければならない。
（許諾の取り消し等）

第１２条　前期第７条で定めた利用許諾の制限に反した利用が認められた場合には、

協会は利用者に対し、利用許諾の取り消し、及び利用物件の回収等の措置

を請求することができる。

第１３条　前条の規定による利用許諾の取り消しにより、利用者に生じた損害について

は、協会は一切の責任を負わないものとする。
（情報の公開）

第１４条　協会は、ゆずりーふマークの利用許諾状況等について、広く利用促進を図る

観点から、その情報を公開することができる。

（その他）

第１５条　この規程に定めることの他に、ゆずりーふマークの利用に関する特別事項が
生じた場合は、協会と利用申請者が相談の上、別項規約を作成するものと
する。
付　則

（施行期日）

本規程は、平成２６年５月１日から適用する。
ゆずりーふ推進協会
代表理事　長尾吉彦
